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航 空 局 

 

 

ジャーマンウィングス機事故に関連した安全対策の実施について 
 

 
 

平成２７年３月２４日にバルセロナ発デュッセルドルフ行きのジャーマンウィ

ングス９５２５便がアルプス山脈に墜落した事故については、現在、フランス事故

調査当局において詳細な原因調査が進められているところでありますが、これまで

の同局及び関係当局の発表によると、副操縦士が操縦室内に閉じこもり意図的に降

下させる操縦を行った可能性があるとの指摘がなされています。 

 本事故の最終的な再発防止策は、事故に関する詳細な事実関係が明らかとなった

段階で再検討する必要がありますが、今回指摘されている安全上のリスクを考慮し

暫定的な措置として、本日、本邦航空会社に対して下記の通り安全対策を講ずるよ

う指示しましたので、お知らせします。 

 

記 

  １．強化型乗組員室ドアを装備した航空機を運航する場合、操縦室に乗務員

等を常時２名以上配置すること。 

  ２．実施に当たり安全・保安上のリスクを考慮し、具体的な操縦室の入退室

の手順等を定めるとともに、関係職員に対する必要な教育・周知を徹底す

ること。 

 

 

 

【問い合わせ先】 

 国土交通省航空局安全部航空事業安全室 

課長補佐  千葉 
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